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1研修機関
　広島県看護協会認定看護師教育課程「新生児集中ケ
ア」
皿研修期間
平成17年9月1日～平成18年3月28日
皿研修生定員
30名
W研修カリキュラムの概要
1．教育理念
　　高度化専門分化する医療をはじめ、変化する保
　健医療福祉環境の中で、特定の看護分野において、
　熟練した看護技術を用いて水準の高い看護実践の
　できる認定看護師を育成することによって、看護
　の役割が拡大し、質の高い看護ケアが求められる
　看護現場のケアの質の向上を図ることを目的とす
　る。
2．教育目的
　　1）認定看護師の教育目的
　　　　特定の看護分野において、熟練した看護技術
　　　と知識を用いて看護実践でき、他の看護職者が
　　　実践するケア技術の向上に資する認定看護師
　　　を育成する。
　2）新生児集中ケア認定看護師の教育目的
　　　（1）新生児集中ケアに関する最新の幅広い知
　　　　　識・技術を用い、NICUにおける初期ケ
　　　　　ア、急性かつ重篤な状態にある新生児の
　　　　　身体的ケアおよび親子関係形成を助ける
　　　　　ケアができる新生児集中ケア認定看護師
　　　　　を育成する。
　　　（2）新生児集中ケア領域で優れた実践能力を
　　　　　有し、看護職として役割に誇りと自信を
　　　　　持ち、自己研鐙を目指すことができる看
　　　　　護師を育成し、新生児集中ケアの質の向
　　　　　上を図る。
　3）新生児集中ケア認定看護師に期待される能力
　　　　急性かつ重篤な状態にある新生児において
　　　も身体的および心理社会的障害を残さないよ
　　　う、個別的にケアを計画・実施・評価する。
　　　（1）新生児の病態の急激な変化を予測、重篤
　　　　　化を予防すると共に、母体外での生理学
　　　　　的な安定化を図る。
　　　（2）新生児の神経行動学的発達を助け、後障
　　　　　害を最小限にとどめる。
　　　（3）心理的に危機状態にある親・家族が子ど
　　　　　もとの関係を形成するのを助ける。
　　　（4）新生児および親の擁i護者として、医療チ
　　　　　ームの一員として倫理的に行動する。
　　　（5）実践内容を科学的に評価し、医療チーム
　　　　　の一員として倫理的に行動する。
　　　（6）新生児集中ケア領域の最新の知識・技術
　　　　　を持ち、看護職者に対して実践に関する
　　　　　指導・相談を行う。
　　　（7）新生児集中ケア領域の継続教育に主体的
　　　　　に関わる。
3．学科目及び授業時間数
表1　学科目及び授業時間数
科目 時間数
リーダーシップ 15
文献検索・文献購読 15
丘 情報処理 15蓮 看護倫理 15
科目 教育・指導
Rンサルテーション
15
P5
対人関係 15
看護管理 15
フィジカルアセスメント 30
共 ファマコロジー 15
通科
安全管理 30
目 危機理論と親の心理 30
対人関係H 15
新生児集中ケア概論 30
共 新生児集中ケア方法 45
通科
新生児の病態とケア 30
目 新生児集中ケア看護技術 30
新生児集中ケア指導 15
演習
演習 60
実習
実習 180
総：時間数：600＋30時間
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V研修の流れ
1．平成17年9月1日～平成18年1月9日
　　共通科目、専門基礎科目、専門科目についての講
　義と、新生児集中ケア領域における関心事や日常
　の看護活動での疑問点などを文献から系統的に学
　習し発表する演習が行われた。講義は、新生児集中
　ケア領域の子どもの病態、看護ケアだけでなく、通
　常新生児についての知識、ケアといった基本にま
　で及んだ。各科目の履修終了毎に試験：及びレポー
　　ト提出による評価が行われた。
2．平成18年1月10日～2月7日
　　名古屋第二赤十字病院において実習した。新生
　児集中ケア領域にある子どもと親への看護実践と
　協働者とのカンファレンスを通して指導、相談活
　動を行い、病棟看護師だけでなく、他職種との連携
　を図る実習を行った。
　（1）実習内容
　　　（1）新生児集中ケアの対象の身体的アセスメ
　　　　　ント、子ども・親の心理的、社会的アセス
　　　　　メントを行い、看護展開する。
　　　（2）心理的危機状態にある親の看護
　　　（3）NICUでの初期ケア
　　　（4）極低出生体重児と親のケア
　　　（5）疾病新生児と親のケア
　　　（6）親の医療参加の支援
　　　（7）医師や他職種との連携
　　　（8）倫理的な判断とその判断に基づいた認定
　　　　　看護師としての関わり
　　　（9）リーダーの役割見学
3．平成18年2月8日～3月28日
　　臨床実習で受け持った1事例について論文形式
　にまとめ、発表を行った。また、実習で受け持った
　新生児の病態や親の心理について討論する演習が
　設けられた。その後、全履修科目における修了試験
　が4日間に渡って行われ、修了式となった。
マ［研修での学び
1．未熟児新生児看護の標準化の必要性
　　NICUは新生児医療の地域化の一環として日本
　各地に整備されてきた。そこでの実践は、これまで
　経験した事のない新生児を看護の対象とするよう
　になったことから、従来の看護の知識や技術を基
　にした試行錯誤から成り立っていた。その結果、
　NICUで用いられる看護技術は施設によって様々
　であり、その技術の効果を検証する事なく、紹介さ
　れるという現状があった。
　　研修では、受講生からの各施設や地域での看護
　ケアの多様な方法、現状を知ることができ、その現
　状から根拠に基づいた看護実践の重要性を再確認
　できた。日本各地の新生児集中ケア認定看護師と
　のネットワークを用い、互いに自己研鐙に努め、試
　行錯誤によって作り上げられた看護技術の有効性、
　有用性を明らかにする事によって看護技術の標準
　化とNICU看護水準を一定レベルに引き上げるこ
　とに貢献していきたいと考える。
2．当院NICUでの新生児集中ケア認定看護師として
　の課題
　1）役割モデルとしての存在
　　　　新生児集中ケア領域にある子ども達の状態
　　　は、出生直後から刻々と病態が急変していく段
　　　階にある。そのため治療が優先され、その安楽
　　　さや倫理的配慮を保守できない場合がある。新
　　　生児は言葉で伝えることが出来ない存在であ
　　　り、治療、看護を受ける新生児の代理人として
　　　の両親の意思を尊重し、新生児を擁護iすること
　　　が重要と考える。このことを踏まえて、救命的
　　　な集中治療が展開される中で、看護実践能力を
　　　構成する根拠性、正確性、安全性、安楽性、倫理
　　　性の5項目を、それぞれの優先度を考慮しなが
　　　らバランスよく満たすことのできる看護を実
　　　践する事の重要性を感じている。自らの看護実
　　　践を、その根拠性、正確性、安全性、安楽性、倫
　　　理性の視点で分析、評価を行い、より良い看護
　　　の在り方を追及していく姿勢を示す事で、良き
　　　役割モデルとして存在することが課題である。
　2）指導者としての役割
　　　　看護技術の手順を覚えるだけでは、根拠性、
　　　正確性、安全性、安楽性、倫理性を養うことは
　　　できない。この5項目を網羅した看護実践能力
　　　を持ち合わせ、看護技術にまつわる臨床判断能
　　　力を養える指導が必要と考える。NICU看護が
　　　基礎看護教育に含まれていないことから、
　　　NICUに勤務している看護師は、経験していな
　　　い事ばかりに遭遇し、入院している子ども達の
　　　小ささや、様々な機器に囲まれた重症感に戸惑
　　　う傾向にある。このようなNICUの特徴を踏ま
　　　えて看護実践能力、臨床判断能力を鍛える方法
　　　として、事例検討や急変時のシュミレーション
　　　体験などを指導活動に組み込み実施していき
　　　たいと考える。
　3）新生児の生前、生後を考慮した継続看護の必要
　　　性と他職種との協働、相談活動
　　　　新生児看護は、出生前、出生時、出生後とい
　　　う母性看護iと小児看護iの連続性の概念で、新生
　　　児に対してのみならず両親や家族を包括して
　　　捉える必要のある領域である。同時に集中看護
　　　の要素や、両親に対する心理的なサポートや教
　　　育的かかわりも重要な部分を占める。未熟児や
　　　疾病をもった新生児が生きていく過程に、また
　　　両親や家族が心理的な危機を克服して新たな
　　　役割を受けていく過程にかかわっていくため
　　　に、他領域あるいは他職種との連携を保ちなが
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ら協働していくことが重要となる。そのために
新生児集中ケア認定看護師として、専門領域、
他職種同士が協働していく架け橋となり、コン
サルテーションを行っていきたいと考える。
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